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寄付金速報 ― 米山月間へご協力をお願いします ― 

9 月までの寄付金は前年同期と比べて 5.0％増、約 1,680 万円の増加です。普通寄付金が 0.1％

増、特別寄付金が 12.3％増と好調を維持しており、9 月のみの単月寄付額としては過去 10 年間

で 2番目に高い金額となりました。とりわけ高額寄付が多くあり、個人寄付として 3人から合計

400万円、また3法人から300万円と多額のご寄付をいただきました。心より感謝申し上げます。 

普通寄付金の申告用領収証をご希望されるクラブは、当会ホームページより申請の手続きを行

っていただく必要があります。申請期限は 10 月末日ですのでご注意ください。 

ガバナーエレクト研修セミナーで米山をアピール！ 

9 月 11 日、次年度ガバナーを対象とするガバナーエレクト

研修セミナーが都内ホテルで開催され、板橋敏雄理事長と坂下

博康事務局長が米山記念奨学事業の現況説明を行いました。ま

た、「配偶者プログラム」では、ＤＶＤ「すばらしい贈り物」

12 分版を上映後、学友 2 人がスピーチをしました。 

第 2780 地区米山学友会会長の楊 鵬飛さん（中国/2007-08/

小田原中ＲＣ）は、前日に仲間と作り上げたという自作ＤＶＤ

を使いながら学友会の活動を紹介。「奨学生の頃よりも学友と

して活動する今の方が楽しい」と、奨学期間終了後も学友同士、

そしてロータリーとの関係を大切にしていると強調しました。続いて登壇した第 2590 地区米山

学友会会長のインタラチット・ヌンヌットさん（タイ/2006-07/横浜鶴見北ＲＣ）は、パワーポ

イントを使って学友会活動を紹介したほか、今年設立されたばかりのタイ学友会について、創立

アドバイザーを務めた立場から、学友の思いを代表して語ってくださいました。 

最後に、板橋理事長から「ご家庭の“大蔵大臣”である配偶者の皆さまにこそ、ぜひご理解を

お願いしたい」と、笑いを誘いつつ、改めて米山記念奨学事業への理解を求めました。 

視覚にアピール！ 米山月間にご利用ください 

米山って何？寄付の成果は――？米山奨学事業をロータリアンにご

理解いただくためには、奨学生・学友の声を直接お聞きいただくこと

が一番ですが、米山月間資料として全クラブにお送りした資料に加え、

下記の資料をお使いいただけます。ぜひご利用ください。 

★映像で！→ホームページから視聴できます。 

ご要望があればＤＶＤをお送りします（無料） 

★パワーポイントでプレゼン！ 

ＨＰからダウンロードできます。説明者用メモ付き。 

★新ポスター 10 月 4 日に 1部ずつガバナー事務所宛てに送付。ク

ラブからもご注文いただけます（無料）。 

★バナースタンド 巻き取り式でコンパクト収納。8,000 円。 

注文から 1週間ほどでお届けできます。  
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（写真左） 

（写真右） 

伸 ばすと
高 さ 2m
です！
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楊さん（左）とインタラチットさん（右） 



すでにメールにてお知らせしましたが、2012 年 10 月 27 日に上海で開催を予定していた中国学友会総会は、 

昨今の国際情勢の悪化により延期となりました。ご迷惑をおかけして申し訳ありませんが、何卒ご理解賜ります 

ようお願い申し上げます。日程が決まり次第、お知らせします。 

普通寄付金分の確定申告用領収証の申請期限は 10 月 31 日（水）です。 

当会ホームページの 寄付金について → 普通寄付金：申告用領収証の申請はこちら から申請してください。 

なお、特別寄付金分については来年 1 月下旬、クラブ宛に自動的に送付されます。 

 

田中作次ＲＩ会長が新モンゴル高校を訪問 

モンゴルの首都ウランバートルにある新モンゴル高校は、米山学友のジャンチブ・ガルバドラ

ッハさん（1998-99／山形北ＲＣ／第 3450 地区フレーＲＣ会員）が設立した日本式高校です。2000

年の開校以来、約 1,100 人の卒業生の 3割超にあたる 350 人が日本をはじめ世界各国の大学に留

学しており、モンゴル屈指の私立学校とし

て高い評価を得ています。 

9 月 15 日、この新モンゴル高校を各国

歴訪中の田中作次国際ロータリー（ＲＩ）

会長が訪問され、ジャンチブさんや同校生

徒らの大歓迎を受けました。 

同校では多くの生徒が日本語を学んで

おり、田中ＲＩ会長の日本語でのスピーチ

に、生徒たちから次々に質問の手が挙がる

など、和やかな交流の機会がもたれました。 
 

中国の米山学友が日本で太極拳講座 

中国・蘇州で「楊派武館」館長をつとめる米山学

友の楊 敢峰さん（2004-05/水戸南ＲＣ）が来日し、

10 月 1～5日、千葉県と愛知県で市民を対象とする太

極拳講座の講師をつとめました。 

今回の来日にあたって楊さんは、「日中関係が微妙

な時期なので、周囲からは日本へ行くことを止めら

れたが、大丈夫だと信じていた。自分の指導を楽し

みに待ってくれていた人たちがこんなに大勢いると

思うと嬉しい」と話し、早朝から夜遅くまで、指導

に汗を流しました。 

楊さんを招聘した「ワイワイ健身会」（柏市）代表

の遠矢三千子氏は「去年初めて柏に来ていただき、講習生から非常に評判が良かった。楊先生が

年に一度指導に来てくれることでみんなの目標が生まれる」と言います。また、蘇州で楊さんか

ら太極拳を習い、帰国後、愛知県で市民サークル「ＳＺＹ太極拳」を立ち上げ活動している会員

も「楊先生に中国から指導に来てもらい、“中国人のイメージが変わった”という人もいる」と、

楊さんと共に国際交流を担う喜びを語ってくれました。 
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